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『ジ ェ イ ン ・エ ア 』 と ガ ヴ ァ ネ ス
末 森 恵 子
1.表 象 としての ガ ヴァネス
　『ジェイン ・エア』 『アグネス ・グレイ』 『虚栄の市』 『ね じのひね り』
いずれも有名な19世 紀の小説だが、これ らに共通するのは、物語の中のガヴ
ァネスの存在である。 またこれ らの小説だけでな く、他にもガヴァネス小説
がこの時代に多数存在 していた。このことはガヴァネスの存在が社会 におい
ていかに大 きかったかを示 している。ガヴァネス とい う言葉 自体が使われな
くなった現在、ガヴァネス小説 を理解する為にはやは りその背景について詳
細に調べてお く必要がある。本論では 『ジェイン ・エア』 を取 り扱い、一つ
のガヴァネス小説の例 について検討 してみたい と思 う。
　ガヴァネス小説 とはいっても、『ジェイン ・エァ』 とい う作品の主題は も
ちろんガヴァネスの職業 についてではない。ジェインがガヴァネスの立場 を
問題視す ることや、仕事 にまつわる苦悩 を経験 していることなどは特 に強調
されてはいないのである。 しか しガヴァネスは単 に物語の展開上用い られる
存在 に留 まるには、あ まりに深遠な意義 を持っている。ガヴァネスが描 き出
すのは、その時代が抱 える、そ してその時代 を反映す る、非常 に複雑 な問題
なのである。ガヴァネスの問題 には物理的なもの と精神的なものの両方の側
面があったようだ。J.P.ブ ラウン 『十九世紀イギリスの小説 と社会事情』 に
ガヴァネスの物理的問題について簡潔 にまとめ られているので、まずはそれ
を紹介 しよう。
多 くの家庭 において女家庭教師は 「命つなぎの」賃金 と、不特定の時間 と、
結婚 による逃げ道以外 には前途 に望 みがないの とで、女中の身分 と大差が
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なかった。にもかかわ らずほかに職業選択の道がなかったために、女家庭
教師の失業者が続出 した。一八六九年には二万四千人 もの女が 「失業女家
庭教師の家」に収容 され、それをさらに上回る人数が門前払いをくわ された。
(107}
ちなみにそのように大量の失業者が出た原因はガヴァネス候補 となる中産階
級未婚女性の著 しい増加 にあ り、それもまた社会問題 となった。このような
ガヴァネスの窮状や雇用問題が 『ジェイン ・エア』の中で明確 に提起 されて
いるとはいえない1が 、そこにはシャーロッ ト・ブロンテが彼女 自らの経験
か ら得たと思われる、ガヴァネス という職業についてのリアリティのある描
写や細 かな心理が確かに描かれてお り、我 々に訴えるのである。この章では、
『ジェイン ・エア』 の作品中に出て くるガヴァネスについての記述 を当時の
時代背景 と関連 させなが ら考察 していこうと思 う。
　 まずは中産階級の一女性がガヴァネスの職 に至 る背景か ら取 り上げたい。
だがジェインがそれ まで勤めていた教師の職 を離れてガヴァネスの職 を求め
るという過程 は全 く当然の成 り行 きとして描かれてお り、あまりに問題な く
進行す るので、当時のガヴァネス像 をそこから読み取 ろうとするには不十分
であるように思 える。ただガヴァネス以外の選択肢が元々社会に存在 しなか
ったので迷 うこともで きなかったと考えることはできるのだが。む しろその
背景 を考察す る為 には、『ジェイン ・エア』 の中の もう一つのガヴァネスの
ケース を取 り上げる方が相応 しいのではないかと思われる。すなわちメアリ
ー、 ダイアナ姉妹のケースである。
　メアリー、 ダイアナ姉妹がガヴァネスになるに至る事情は、物語の中では
ジェインによって女中から聞いた話が簡単 に説明 されるのみであるが、 しか
しなが らジェインの場合 とは異な り、姉妹の経験 は明確 にガヴァネスの苦難
の実情 を表 している。それに至る経緯 を見てみる と、当時の中産階級の女性
がガヴァネス として働かねばならな くなった一般的な事情が見 られる。
Mr. St. John, when he grew up, would go to college and be a parson; and the 
girls, as soon as they left school, would seek places as governesses: for they
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had told her their father had some years ago lost a great deal of money by a 
man he had trusted turning bankrupt; and as he was now not rich enough to 
give them fortunes, they must provide for themselves. (302)
父親 の負 った負債 の犠牲 になって生活が苦 しくなった中産階級の娘 とい うの
が、当時の ガヴ ァネス の例 と して多数 いたのであ る。姉妹 に とって も、 ジェ
イ ンと同 じようにガヴ ァネス以外 の選択肢 はあ りうるはず もなかった。 とい
うの も当時 の中産 階級 の女性 に とって働 くこ とので きる、 それ も中産 階級 と
しての体裁 を保 った ものである仕事 が ガヴ ァネス以外 になかったか らであ る。
　 だが その ようにガ ヴ ァネス になる決意 を して も、皆が仕事 を見 つけ られ る
とは限 らなかった とい うこ とは、 ガヴ ァネス の物理 的問題 として先 に挙 げ た
通 りである。再 び ジェイ ンの話 に戻 る と、 ジェイ ンが ガ ヴ ァネスの職 を求め
る方法 と して新 聞 に広 告 を出す とい うの は当時 の一般 的なや り方であ った。
ただ、やは り広告 を出 して もそ う簡単 に職が見 つか るわけで はなか った。 そ
の点、 ジェイ ンは幸運 だった といえる。彼女 は自分 が出 した求職広 告 に対 し
て"ls　there　only　one?"(76)と 言 ってい た りす るが、求職 か ら一週 間で仕事
が見 つか って、 しか も好条件 な どとい うこ とはそ うあ る もので はなかった よ
うだ(好 条件 といって もそれは相対 的 な もので、 ジェイ ンのそれ までの教 師
の収入の二倍 に相 当す る額 で はあ ったが、世 間的 に見 る とハ ウスキーパ ー並
み だ った とい う ことが分 かっ ている(川 本34-35)。 さらに環境 として は、
ガヴ ァネス と してや って来 た ジェイ ンに対 す る ソー ンフィール ド邸 の住 人の
態度 も穏 やかで好 ま しい ものであ った。 フェア ファ ックス夫 人 に最初 に会 っ
た 日の夜 、 ジェイ ンは この ような感想 を持 ってい る。"Ilittle　expected　such
areception;Ianticipated　 only　coldness　and　stiffness:this　is　not　like　what　I
have　heard　of　the　treatment　 of　governesses;but　 Y　must　not　exult　too　soon"
(84).こ の場合、ジェインが 「聞いていた」方のガヴァネスの待遇が、当時
のガヴァネスの姿 を表す という意味では正 しい ものであった。冷淡 と窮屈、
まさにそれはガヴァネスが見ず知 らずの他人の家で一人孤独 にかみ しめてい
た思いだったのである。ガヴァネスには他 の女中たち と違 って仲間がいなか
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った。雇 い主 の家族 はガヴ ァネス をその階級 意識 か ら見下 してお り、 さらに
召使 たち とも立場が異 なるせ いで、 ガヴ ァネス は家 とい う領域 の中で完全 に
孤立 して しま うのであ る。 ジェイ ンはその よ うな待遇 とは違 った と言 い、 そ
れ以後 も特 に家 の者か ら冷淡 な扱 いや窮屈 な思 い を した とい う描写 は見 られ
ない。 しか し、彼 女 自身が 「しか し、あん ま り早 くか ら嬉 しが ってはい けな
い」 と考 えてい るよ うに、 だか らといってガ ヴァネス としての ジェイ ンが非
常 に恵 まれていた と断言 して はな らない。
　 自身が ガ ヴァネス として働 い た経 験 を持つ シャー ロ ッ ト ・ブロ ンテが、 ガ
ヴ ァネス とい う職業 の実態 を知 らないはずが ない。ジ ェインの台詞の節 々に、
我 々はガ ヴァネスが決 して安 楽 な仕 事で なかった ことを窺 い知 るこ とがで き
るのだ。 ジェイ ンは 自 らの ソー ンフ ィ,_._.ルドにお ける境遇 について"any　 one
who...1ived　 as　a　solitary　dependant　 in　a　great　house"(173)と 表現 し、 さ ら
にその よ うなガ ヴ ァネス につ いて"lt　would　 be　easy　to　find　you　thousands."
(173)と 言 っている。 ここか ら、 ジェイ ンも他 の多数 のガヴ ァネス と同様 の
孤独 を味 わって いた ことが判 明す る。やは りい くら条件 が良 くて も、 ガ ヴァ
ネス とい う職種 は他 の召使 たち とは切 り離 された、特 別の もの であったのだ。
　 さ らに もう一つ例 を挙 げてみる と、紹介 された小 さな小 学校 の教師 の仕事
に つ い て 、 ジ ェ イ ン は"compared　 with　 that　 of　a　governess　 in　a　rich　 house,　 it
was　 independent;and　the　 fear　 of　 servitude　 with　 strangers　 entered　 my　 soul
like　iron"(312)と 表現 してい る。 この台詞 か ら、 フェ ア フ ァックス夫 人や
アデールの間で平穏 で恵 まれ た生活 を送 っていたかに見 えた ジェイ ンが実 は、
ガヴ ァネス を独立 的でない仕事 と見 な し、見知 らぬ人達 の間で奉公 してい る
ように感 じて い た とい う こ とが分 か る。 ジェ イ ンの ・Ishould　not　be　called
upon　to　quit　my　sanctum　 of　the　schoolroom;"(145)と い う台詞 か らも分 か る
ように、 ガヴ ァネス は勉強部屋 に比 喩的 にで はあ るが閉 じ込 め られ、外 の世
界 と遮 断 された存在 で あった。 ジェ インは召使 の誰 とも対等 に話が出来 ない
ことを感 じ、不 満 に思 って いる。 だか らこそ彼女 に とって ロチ ェス ターの相
手 をす ることが一層 の歓 びであ ったのか も しれない。
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　 ジェイ ン自身が感 じるガ ヴ ァネス像 だ けで な く、周 りか らみた ガヴ ァネス
像 が どの様 な ものであ ったか を考 察す るには、 ロチェス ターの客 人が ソー ン
フ ィール ド邸 を訪 れる箇所 が有効 だろう。 中で もイ ングラム母娘 はガ ヴ ァネ
ス に対す る感情 を非常 に率直 に言 っての けてお り、 その言葉 は当時の上流 階
級 の ガヴ ァネス に対す る観念 を象徴 してい る と考 え られるので、彼女等 の台
詞 を中心 に検討 しよう。
　 ジ ェ イ ンが 客 人 に お 辞 儀 を し た時 の"one　 or　two　bent　their　heads　 in
return,　the　others　only　stared　at　me"(150)と い う態 度 か ら理 解 され る よ う
に、上流 階級 の人々の殆 どはガヴ ァネス を明 らか に見下 し、無視 す るかの よ
うな態度 をとる。 一人の紳 士が ジェイ ンをシ ャレー ドに誘 ってみ よ うか と言
い出す こ とはあって もそれが結 局反対 されている ように、 ガヴ ァネスが彼 女
らの仲 間 に入 るのは許 され ない こ となの である。話題 がガ ヴ ァネスの こ とに
なる と、イ ングラム母娘 は露骨 に嫌悪感 を表 し、手 ひ どく非 難す る。 まず は
一つ の例 として、 イ ングラム嬢が ガ ヴァネスた ちを描写 す る言葉の一部 を引
用す る。
"I have just one word to say of the whole tribe; they are a  nuisance.... The 
best fun was with Madame Joubert. Miss Wilson was a poor sickly thing, 
lachrymose and low-spirited: not worth the trouble of vanquishing, in short; 
and Mrs. Grey was coarse and insensible: no blow took effect on her. But 
poor Madame Joubert! I see her yet in her raging passion, when we had 
driven her to  extremities...."  (155, The Italics are mine.)
イ ン グ ラ ム 母 娘 は 、 ガ ヴ ァ ネ ス を こ の 他 に も"detestable""ridiculous""in-
competency""caprice"(155)"dead-weights"(156)など の 言 葉 で 形 容 して い
る 。ま た イ ン グ ラ ム 男 爵 夫 人 は ジ ェ イ ン を 評 し て"in　 hers[her　 physiognomy]
Isee　 all　the　faults　of　her　class"(155)と 言 っ て い る が 、 そ れ を受 け た イ ン グ
ラ ム嬢 が ガ ヴ ァ ネ ス の 属 す る 中 産 階 級 の 欠 点 と して 挙 げ た もの は 、 再 び 先 述
の 言 葉 の 類 で あ る 。 な ぜ そ れ ほ ど ま で に ガ ヴ ァ ネ ス が 嫌 わ れ て い た か を探 る
こ と は 複 雑 な 問 題 に発 展 しそ う だ が 、 そ こ に は や は り上 流 階 級 の 側 の 階 級 意
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識 というものが関わって くるのではないか と思われる。彼女 らにとっては、
上流階級 の家庭の領域 にガヴァネスなどとい う中流階級の者が子供 を教 える
立場 として侵入 して くるのが我慢 ならないのである。同様 に考察 を進めると、
女家庭教師 と男家庭教師 との恋愛 に問題が及んだ時にイングラム嬢が"Dear
Mamma...as　soon　 as　 she　 got　 an　 inkling　 of　the　 business,　 found　 out　 that　 it　was
of　an　immoral　 tendency."(156)と 言 っ て い る の は 、 ガ ヴ ァ ネ ス を通 し て 下 層
階 級 の 低 俗 な 風 習 が 伝 わ つ て く る と当 時 の 上 流 階 級 が 懸 念 した もの を表 して
い る と考 え ら れ る 。 ま た 、 イ ン グ ラ ム は ガ ヴ ァ ネ ス の"bad　 example"を"dis-
tractions　 and　 consequent　 neglect　 of　duty　 on　 the　 part　 of　the　 attached‐mutual
alliance　 and　 reliance;confidence　thence　 resulting‐insolence　accompanying‐
mutiny　 and　general　blow-up"(156)と い うふ うに挙 げてい るが、 こ こに見 ら
れ るのは ガヴ ァネス に とっての タブーであ り、雇 い主 が最 も嫌 が る もの であ
る。下位 の者 の統制 が効 か な くなる とい うのは上位 の者 に とって は恐 るべ き、
そ して憎 むべ き事態 なのであ る。
　 この ように、周 りの 目か ら見 た ガヴ ァネス、 そ してジ ェイ ン自身の 目か ら
見 た ガヴ ァネスが共 に映 し出 してい る もの は、 ガ ヴァネスが抱 える複雑 な苦
悩 の姿 であ る。 ガ ヴァネスが他 の どの職 業 とも異 なる ような苦境 を経 なけれ
ばい けないの はなぜ だろ うか。 これ までの考 察か ら考 え られ る原 因 は、 まず
一 つ には中流 階級 出 身であ りなが ら働 かねば な らない とい うガ ヴァネスの身
分 にあ り、 もう一つ にはその雇 い主 とも召使 とも相容 れない とい う立場 にあ
る。 つ ま りガヴ ァネス の持 つ不安定 で両義 的 な特性 が ガヴ ァネスの孤独 を生
んでい る とい える。続 いてそ の ようなガ ヴァネスの両 義性 とジェイ ン ・エ ア
とい う主 人公 との関連性 につ いて、 さらに詳 しく考 察 したい と思 う。
2.ジ ェインの位置 の両 義性
　ガヴァネスは本質的に両義的な側面 を持った職業である。そのことを示す
ため に、まずはガヴァネスの立場 を社会的に考察 してみることにしよう。当
時少なからぬ中産階級の女性がガヴァネス となったのだが、それはガヴァネ
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ス が 当 時 の 中 産 階 級 の 性 役 割 か ら逸 脱 す る こ と な く働 く こ と の で き る 唯 一 の
職 業 だ っ た か ら で あ る 。 ガ ヴ ァ ネ ス と 他 の 中 産 階 級 の 女 性 の 仕 事 、 例 え ば
"jailors
,　plumbers,　 butchers,　 farmers,　 seedsmen,　 tailors,　 and　 saddlers...dress-
making,　 millinery"(Poovey　 126)を 比 べ て み る 時 こ の こ と は 明 ら か だ ろ う 。
す な わ ち ガ ヴ ァ ネ ス と い う 職 業 は 、Mary　 Pooveyか ら 引 用 す る と 以 下 の よ
う な 性 質 を 持 つ:"private　 teaching　 was　 widely　 considered　 the　 most　 genteel,
largely　 because　 the　 governess's　 work　 was　 so　 similar　 to　 that　 of　 the　 female
norm,　the　middle-class　mother"(127).し か し本 当 に ガ ヴ ァネス の地位 が 中
産階級 に留 まってい られ るような もので あったか どうかは疑 問であ る。 なぜ
な らい くらガ ヴァネスが品の良い仕事 と言 われて も、 中産 階級 の女性 に とっ
て 「働 く」 とい うこ と自体 が品位 を損 ねる ことだ ったのであ る。 またガヴ ァ
ネスは雇用者 か らは召使 と見 な され、子 供 を教 え るだけで な く、召使 の よう
な仕事 も押 し付 け られてい た とい う実態が ある。 さ らには給料 も召使 並 みで
あった。 この ような雇 用状 態 か ら見 る と、ガ ヴ ァネス になる ことは下層 階級
に落 とされ る も同然 だったの である。 ガ ヴァネスの陥 る両義性 とい うものは、
この階級 性 と実情 とのず れか ら生 じてい る と考 え られ る。
　 ガ ヴ ァネスの出 身階級 と実情 との間の矛盾 は様 々な形で現 れる。第一章 で
言 及 した ように、 ガヴ ァネスは他 人の家 の 中でその家 の誰の地位 とも異 な る、
孤独 な存在 で あった。雇用者 とガ ヴ ァネス との関係 も複雑 な もの を孕 んでい
た。
職務か らいって もガヴァネスは、 レディの教育 にあたるか らには、彼女 自
身が レディでなければならない。その意味ではガヴァネスは雇用者 と対等
である。彼女 と雇用者の間には、生 まれ、振 る舞い、教育 の点でなんの違
いもないのだ。 〔中略〕当時の レディの理念からいえば、 レデ ィは 「報酬 を
受ける仕事」 とは無関係 の存在であ り、生活のために働 くガヴァネスはそ
の観点か らは レディとは見 な し難いのである。つ まり、ガヴァネスは雇用
者 と対等ではないのだ。(川 本48)
19世 紀 にはガヴァネスは上流階級だけでな く中産階級の家庭で も雇われてい
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たため、 ガヴ ァネス とその雇用者 との差異 は紙 一重で あ り、財産 の有無 の差
異 のみ となってい た。 ガヴ ァネス は窮乏 のため に中産 階級 か らは じきだ され
た犠牲者 であ った とい えるので ある。 また当然 なが ら、 ガヴ ァネス は下層 階
級 に入 り込 む こ とはで きない。 しか も召使 たちか ら、 ガヴ ァネスは 「明 らか
に彼 らの上位 ではあ る ものの、雇 い主や その友 人た ちか らは対 等 に扱 われて
いない」(川 本48)た め、軽 蔑の念 を持 って見 られて さえい た ようであ る。
ゆえにガ ヴァネス は中産階級 に も下層階級 に も共 に属す こ とので きない立場、
つ ま り中産 階級/下 層 階級 の境界 に位 置 している と定義 され る。
　 ジェイ ン ・エ アが孤児 であ るこ とと彼 女が ガヴ ァネスにな るこ ととの 間に
は明 らか に相 関関係が ある。 ジェ インは両親の死 後叔 母 の家 に引 き取 られた
居候 であ り、 しか もその家族 か ら愛 されず に孤立 した存在 であった。 ジ ェイ
ンは他 の子供 たち とははっ き りと隔て られる。 ジェイ ンの立場 につ いては召
使 の アボ ッ トの言 葉 に明 らか であ る。"you　are　less　than　a　servant,for　you
do　nothing　for　your　keep."(9)そ して ジ ョン ・リー ドが ジ ェイ ンの"master"
なの で あ る。 この 支 配/従 属 関係 は、 ジ ェ イ ンが ジ ョンに反 抗 した時 の
"like　any　other　rebel　slave"(9)と い う表現 か らも窺 う ことが で きる。財産 と
血縁 の欠如、 そ して非力で ある こ とが ここで のジェイ ンの 「召使以下」 とい
う立場 を決定 してい る。 中産 階級 の家庭 にあ りなが ら、 そ こに存在 を認 め ら
れてい ない ジェイ ンもまたガヴ ァネスの運命 と同様 に中産階級/下 層 階級 の
境界 を彷徨 う身分 だ とい えるので はないだろ うか。
　 ジ ェ イ ン 自身 が"Iwas　 a　discord　in　Gateshead　 Hall;Iwas　 like　nobody
there"(12)と 回想 してい る よ うに、彼女 の人 生 のス ター トは立 場 が ない ば
か りか、存在す ら危 うい ものであ った。 その境遇 は幼 い ジェイ ンを苦 しめ、
赤い部屋 へ と通 じる トラウマ を生 み出す。 ジェイ ンはその境遇 か ら抜 け出 し
た くは思 うが 、"Ishould　 not　like　to　belong　to　poor　people・(20)と 下 の階級へ
落 ちるこ とを拒 否 し、 また上 の階級へ登 る手段 もない ため 、身動 きが取 れ な
いのであ る。結局 ジェイ ンは、女子寄宿学校へ の入学 とい う形 でその不安定
な辛 い立場 か ら抜 け出 してい る。
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　孤児 と して 中産階級 にも下層 階級 に も属 せ なかったジェイ ンは、 ロー ウ ッ
ド学院で学問 を身 につけた後 ガ ヴ ァネスの職 に就 くが、 それ によって再 び 中
産階級/下 層 階級 の境界 を彷徨 うこ とになる。Pooveyが 指摘 している ように、
ソー ンフィール ドを覆 ってい る もの は階級 的、性 的不安定 とい う問題 であ る
(136-37)。 孤児 とい う境遇 に加 えて階級 的不安定 を表す ガ ヴァネス とい う職
業 に身 を投 じた ことによって、そ こには一層強 く両義性 を持 ったジェイ ンが
存在 している。それ は彼女 の人生 に宿命 の ように付 きま とうので ある。
　 それ に対 してJina　Politiは 、 ジ ェイ ンが ソー ンフ ィー ル ドに来 て ガヴ ァネ
ス とな った時 には もはや境 界 の位 置 には属 して い ない とい う立場 に立 つ。
Politiは 十一章 か らの語 りの形式 が それ までの現 実世界 か らフ ァンタジーの
世 界 に入 っ て し ま い、 ジ ェ イ ン の 階 級 的 境 界 性 は そ れ ま で の"1"と
・narrotor・とい う主体 の分裂 と共 に、消 え失せ てい る と主張 している。
After the tenth chapter what the writing is striving to do is to silence, efface, 
inscribe its narrative past. The  'between narrative modes' is perhaps a 
reflection of the  'between classes' in which Jane is caught. (88)
だが 、ジ ェイ ンの境界性 が ソー ンフィール ドまで に解決 して しまってい るな
らば、 ジェインは主人であ るロチェス ター に対 して頑 に反抗 した り、平等 を
宣言 した りす るだ ろ うか。 その ような行為 は階級 的 に安 定 した ファンタジー
の世界 で は不必 要 な もので ある。以下 の分析 よ り、筆者 は この点 の見解 につ
いて はPolitiの 意見 に賛 同 しない。
　 rジ ェイ ン ・エ ア』 とい う小 説 の特徴 として注 目すべ きこ とは、 ジェイ ン
が 中産階級/下 層階級 の境界 に位 置す る身分 にお いて禁 じられた こ とをや っ
ての けている とい う事実 であ る。孤 児で あ り、 ガヴ ァネスであ るジェイ ンが
禁 じられている こ と、それ は反抗 と自己主張 である。 ゲー ツヘ ッ ドにおい て
も、 ソー ンフィール ドにおい て も、 ジェイ ンはそれぞれの時点の主人 に向か
って主張せ ず にはい られ ない。 まず ジェイ ンの反抗 は、ゲ ーッヘ ッ ド荘 での
"master"で あるジ ョン ・リー ドへ の非難 で始 まる。"You　 are　like　a　murderer
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一you　are　like　a　slave　driver--you　are　like　the　Roman　 emperors!"(8)そ して
ジェイ ンはジ ョンの不 当な暴力 に反撃 す る。 これ は追 い詰 め られた奴隷 の反
抗 を思 わせ る箇所 である。 そ して一度反抗 す る と、両者の主人/奴 隷 の力 関
係 は変化 し始め、つ い には 「奴隷」 の方が勝利 を収め さえす る。年齢、体格 、
ゲー ッヘ ッ ド荘 での身分、 これ ら全 てにおいて ジ ョンに劣 るジェイ ンが勝利
す る こ との意 味 は大 きか った と思 われる。 それ はジェイ ンが その後、 自分 よ
り優 位 に立 つ相手 に向か う時の勝負 の結果 の予兆 とも考 え られ る。
　 ジ ョン ・リー ドへ の勝利 か ら間 もない リー ド夫 人へ の反抗 も同様 に、不 当
な支配 に対す る強者へ の反抗 であ る。そ してそれはジ ェイ ンの様 な身分 の者
に とっては さらに危 険 を伴 ってい た。 しか しジェイ ンは 自らの プライ ドの た
め に反抗 せ ざる をえ なか っ た。 そ の 時 に彼 女 が 放 つ"You　 think　I　have　no
feelings,　 and　 that　 I　can　 do　 without　 one　 bit　 of　love　 or　 kindness;but　 I　cannot
live　so."(31)と い う 主 張 は 、 後 に ロ チ ェ ス タ ー に 対 し て も繰 り返 さ れ る の
で あ る 。
"D
o you think I am an automaton? — a machine without feelings? and can bear 
to have my morsel of bread snatched from my lips, and my drop of living 
water dashed from my cup? Do you think, because I am poor, obscure, plain, 
and little, I am soulless and  heartless? You think wrong! — I have as much 
soul as you, — and full as much heart!" (222)
　ガヴァネス としてのジェインは当初は比較的従順であるが、 この台詞 を皮
切 りとして明確 な自己主張を始める。 これに続いて、ついにジェインは主人
/召 使の枠を越えて魂の平等 をロチェス ターに宣言す るのである。 さらにジ
ェインは一般的な結婚の形、すなわち妻が夫 に養われ、夫がその代わ りに妻
に無償の家事労働 を要求するという形ではな く、有償労働の雇用契約 に基づ
いた結婚 を掲 げているが、 これはロチェスターがジェインを情婦のセリーヌ
のように扱 うことに対する反抗であろう。そ してジェインの最大の反抗であ
り自己主張であるものは、苦渋に満ちたロチェスター との別れの決断である。
ジェインはロチェスターとの関係 において、ガヴァネスが主人に対 して持つ
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ことの許 されない主導権 を持ったのである。
　この ような支配/従 属関係 を揺 るがせかねないガヴァネスの反抗や主張は
支配側の上流階級が無意識 に恐れ、ガヴァネスへの悪感 清の一因 となってい
るものであると思われる。中産階級/下 層階級の境界上の存在は、どちらに
も属せないのと同時 に、どちらにも作用 を及ぼす可能性 を持 っているのであ
る。そ してそれこそが、ガヴァネス という存在の両義性が導 く結果であると
いえる。 ジェインが壊 そうとしたものはあ くまで も階級差や性差ではな く、
ロチェス ターの提示する結婚 の像 と、階級差 または性差 によって生 じた精神
的不平等であった。 しか しその行動 は、当時の小説の一般的なヒロイン像、
また女性像の観念を打ち砕 き、新 しいタイプの女性 を創 り出 している。境界
上に属するがゆえに既成の階級的秩序か らはみ出 した存在であるガヴァネス
と、「女性 らしい」とされる定義か らはみ出 したジェインというヒロイ ンとは、
世間にとって同 じ不安材料 を抱 えた存在 なのである。ゆえにジェインはガヴ
ァネスとして生 きる時、二重の危険性を孕 んだ人物だといえるのではないだ
ろうか。
　 ガヴァネス とジェインの両義的な位置づけはこれまでの物語の軸 とな り、
物語 を生成する機能 を果た している。その後、ジェインはガヴァネス という
職業、そして今 までの孤児 という状態か らも解放 されることになるが、それ
ではジェインの両義的位置は物語の結末において解決 されることになるのか
どうか、次に検討 してい くことにしたい。
3.主 体化 され たセ クシュア リテ ィ
　 こ れ ま で 見 て き た よ う に 、 孤 児 で ガ ヴ ァ ネ ス で あ っ た ジ ェ イ ン は 反 抗 と 自
己 主 張 を携 え て 自 ら の 両 義 的 な 位 置 を生 きて き た 。 そ して そ の 位 置 を 離 れ る
時 は い つ で も、 ジ ェ イ ンが 何 ら か の 決 断 を迫 られ る 時 で あ る 。 ゲ ー ツ ヘ ッ ド
荘 か ら ロ ー ウ ッ ド学 院 に 移 る 時 ジ ェ イ ン は 、"school　 would　 be　a　complete
change:it　 implied　 a　long　 journey,　 an　entire　 separation　 from　 Gateshead,　 an
entrance　 into　a　new　 life・(21)と 考 え て い る 。 実 際 ロ ー ウ ッ ド学 院 へ の 変 化
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は 生 活 環 境 の 悪 化 を も た ら した が 、 良 い 出 会 い に よ っ て 孤 児 の ジ ェ イ ン の 孤
独 を鎮 め て くれ る もの で あ っ た 。 ソ ー ン フ ィ ー ル ドを 離 れ る 時 の 決 断 は 、 も
っ と深 刻 で あ る 。 幸 福 と安 定 を も た らす そ の 地 を去 っ た 先 に は何 の 当 て も な
く、 中 産 階 級/下 層 階 級 の 境 界 か ら下 層 階 級 の 底 ま で 落 ち る こ と は 必 至 で あ
る 。 しか し孤 児 で 孤 独 な ガ ヴ ァ ネ ス と い う境 遇 こ そ が ジ ェ イ ン を ソ ー ン フ ィ
ー ル ドの 先 へ と 導 い た の で あ る:"The　 more　 solitary
,　the　more　 friendless,
the　more　 unsustained　 I　am,　the　more　 I　will　respect　 myself"(279).身 分 を 落 と
して ま で も ジ ェ イ ンが ソ.__.ン フ ィ.___ル ドを 去 る こ と を選 ん だ の は 、 留 ま っ て
ロ チ ェ ス タ ー と共 に 暮 ら した な らば 、 法 と道 義 を 犯 し、 ロ チ ェ ス タ ー の 情 婦
の よ う な存 在 に な っ て し ま う か ら で あ る 。 ロ チ ェ ス タ ー が 情 婦 を奴 隷 と並 べ
て 劣 等 だ と 言 い 放 っ て い る(274)よ う に 、 情 婦 に な る こ と は 下 層 階 級 へ の
堕 落 に等 しい もの で あ っ た 。 ゆ え に ジ ェ イ ン が 中 産 階 級/下 層 階 級 の 境 界 に
位 置 す る ガ ヴ ァ ネ ス の 地 位 を離 れ た 時 、 堕 落 は 不 可 避 の もの だ っ た の で あ る 。
　 『ジ ェ イ ン ・エ ア』 に は 「堕 落 した 女 性 」 の 二 つ の 例 が 見 ら れ る 。 一 つ は
狂 女 と な っ た バ ー サ の 例 、 も う一 つ は ロ チ ェ ス タ ー の 情 婦 セ リ ー ヌ の 例 で あ
る 。Pooveyは ガ ヴ ァ ネ ス の"`low-born,　ignorant,　 and　vulgar'women　 of　the
working　 class"(128)と い う一 方 の イ メ.__.ジ か ら、 ガ ヴ ァ ネ ス が バ ー サ や セ
リー ヌ に 連 想 され る 、 精 神 病 者 や 売 春 婦 な ど と関 連 性 が あ る と指 摘 して い る
(130-31)。 しか し そ の 理 由 か ら だ け で な く、 ジ ェ イ ン は バ ー サ や セ リ ー ヌ の
立 場 と紙 一 重 だ とい え る 。 そ れ は ジ ェ イ ン に も充 分 に彼 女 ら と 同様 の 運 命 を
辿 る 危 険 性 が あ っ た か らで あ る 。ジ ェ イ ン は 自分 が ロ チ ェ ス タ ー に と っ て 「イ
ギ リス 人 の セ リ ー ヌ 」 に な る こ と を恐 れ る 。"`Iwill　 attire　myJane　 in　satin
and　lace,　and　she　shall　have　 roses　in　her　hair;and　 I　will　cover　 the　head　 I　love
best　with　a　priceless　 veiL'"(227)と い う ロ チ ェ ス タ ー の 言 葉 は、 か つ て 彼 が
セ リ ー ヌ に 貢 い だ 時 の 様 子 を思 い 起 こ させ る 。 こ の 時 ロ チ ェ ス タ ー は 意 図 的
で な い に しろ 、 ジ ェ イ ン を彼 の 情 婦 に し よ う と して い た の で あ る 。 ジ ェ イ ン
が ソ ー ン フ ィ.___ル ドを 去 る こ と を選 ぶ 時 に 自 ら に 禁 じた 情 婦 の 姿 と は 、 セ リ
ー ヌ の 姿 に他 な ら な い 。
『ジ ェ イ ン ・エ ァ』 とガ ヴ ァネ ス 　 　65
　バ ーサ とジェイ ン との関連 につい ては もっ と複雑 な ものが あ る。その検討
にあ たって、 まず はSandra　 M,　Gilbertの 考 察 を参考 に したい。
The imprisoned Bertha, running "backwards and forwards" on all fours, for 
instance, recalls not only Jane the governess, whose sole relief from mental 
pain was to pace "backwards and forwards" in the third story, but also that 
"bad animal" who was ten-year-old Jane, imprisoned in the red-room, howling 
and  mad.... Bertha's fiendish madness recalls  ...Jane's own estimate of her 
mental  state.... And most dramatic of all, Bertha's incendiary tendencies 
recall Jane's early flaming rages at Lowood and at Gateshead as well as that 
"ridge of lighted heath" which she herself saw as emblematizing her mind in 
its rebellion against her position in society. (172)
この よ うにバ ーサ はジェイ ンと表裏 一体 の存在 と して捉 える ことが可能 であ
る。つ ま りジェイ ンは狂気 を通 して常 にバ ーサ に変 わる危険性 を持 つのであ
る。 バ ー サ の 狂 気 をAdrienne　 Richが 考 察 す る よ う に、"her　 physical
strength　 and　 her　 violent　 will‐both　 unacceptable　 qualities　 in　the　 nineteenth-
century　female,　raised　to　the　nth　degree　and　embodied　 in　a　monster"(150)と
考 える とす れば、反抗 と自己主張 とい う 「十九世紀 の女性 にあ ってはな らな
い特 質」 を持 つ主人公 であ るジェイシは、同 じく 「怪物」 にされ て しまうの
ではないだろ うか。 もしもジェイ ンが激 しい狂気 をロチ ェス ターの前 に現 し
た な らば、 ロチ ェス ターはジェイ ンをバ ーサの ように閉 じ込 めて しまうだろ
う2。
　 ジェイ ンは しか しセ リーヌやバ ーサの ように情婦や狂女 とい った運命 を辿
らなか った。 ジェイ ン と彼女 らを異 な らせ たのは理性 の存在 であ る。理性 は
ソー ンフィール ドを去 る時 にジェイ ンの判断 の導 き手 とな り、堕 落の運命 か
ら彼女 を救 ってい る。そ して ジェイ ンは孤児 やガ ヴァネス とい う寄 るべ な き
身の宿命 であ るよ うに自分 の人生 を他者 に委 ね るので な く、 自分 自身の もの
と して所有 し、決定す る。 それ こそが ジ ェイ ンの獲得 した 自立 なのである。
この ように してセ リーヌやバ ーサの ような精神 上の堕落 を受 ける よ り、身分
上 の堕 落 を選 んで ソー ンフィール ドを離 れ たジェイ ンの選択 は、結果 的 には
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ロー ウ ッ ド学院 同様、彼女 に良い変化 を与 えて くれ る。 ジェイ ンは一度 は乞
食 同然 まで堕 ちて しまった ものの、 そ こを助 けて くれたセ ン ト ・ジ ョンとメ
ア リー、 ダイアナ姉妹 と共 に暮 らす ことにな り、そ こで ジェイ ンはガヴ ァネ
スの身分 に続 いて、い とこの存 在が発覚 した ことによって孤児 の状 態か ら解
放 される。生涯孤独 の ジェイ ンの身分 は、マ ー シュ ・エ ン ドにおいて終 わ り
を告 げた といえ る。
　 だが 『ジェイ ン ・エ ァ』 とい う小 説の結 末 には、 さらなる展 開が用意 され
て いる。 それが一度 断念 された ロチ ェス ター との結婚で ある。 だか らとい っ
て この結婚 は、マ ーシュ ・エ ン ドか らソー ンフィール ドへ の逆戻 りの展 開で
は全 くない。 ジェイ ンが再 び中産 階級/下 層 階級 の境界 の状 態 に戻 る とい う
ことは ないのであ る。 それで は ソー ンフィール ドで示 され たロチ ェス ター と
の結婚 と、結 末の フ ァ..._.ンデ ィー ンでの結婚 とは どの ように変化 してい るの
だろ うか。二 つの結婚 の形 はその状 況 にお いて全 く異 なる。 まず ジェイ ンが
叔父 の遺産 によって 自活 で きる収 入 を得 たこ と、 それに対 して ロチ ェス ター
が右 目の視力 と右腕 を失 い、支 えな しに生 きるのが 困難 になった とい う立場
の変化が挙げ られるだ ろう。 しか しジェイ ンの 自立の獲得 とい う観点 か らこ
の結 婚 を考 える時 に最 も重要 な意味 があ るのは、 よ り精神 的 な事実、つ ま り
ジェイ ンが 自 らの セクシュア リテ ィの主体 とな って男性 を選 んだ とい うこと、
す なわ ちジェインのセ クシュア リテ ィにお ける 自治権 の獲得 であ る。
　 これ までの ロチ ェス タ.__.との恋愛 におい ては、 ジェイ ンは ロチ ェス ターの
セク シュ アリテ ィの圧倒 的 な支配の 中に巻 き込 まれていた。 ロチ ェス ターは
バ ーサ を妻 に持 ち、 かつて はセ リーヌ を始め とす る数 々の情婦 を持 ち、結 果
と してセ リーヌの私生児 の面倒 を見 てい る とい う、 ジェイ ンよ りず っ と経験
豊 か な年 長 の男 性 で あ り、"`guilty'sexual　 knowledge"(Gilbert　 l68)を 持 つ
人物 で あ る。 ロチ ェス ター の"Iclaim　 only　such　superiority　as　must　result
from　 twenty　 years'difference　in　age　 and　 a　century's　 advance　 in　experience."
(117)と い う言葉 もその ことを暗示 して いるのではないだ ろ うか。 ジェイ ン
とロチ ェス ター にはセ クシュア リテ ィに関 して明 らか に不平等 が生 じてお り、
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それが二人 の支配/被 支配 関係 に も影響 を及 ぼ してい るので ある。 それは ジ
ェイ ンが その ままソー ンフィール ドに留 まって いたな らば変 わ りようのない
絶対 的な支配 であ る。性 的不平等 が存在 す る限 り、 フェア ファックス夫 人が
憂慮 す る ように、主 人であ るロチ ェス ターが召使 のガヴ ァネス を誘惑 してい
る とい う図式 がで きて しまい、 またジェイ ンは限 りな くロチ ェス ターの情婦
に近 い存在 となって しま うのであ る。 しか しロチェス ターの元 か ら逃 げ出 し
て後 に自 ら彼 を選 ぶ こ とに よって、 ようや くジェイ ンは ロチ ェス ター と対等
のセ クシュア リテ ィを得 るこ とが で きたのである。
　 ジェイ ンが 自 らの セクシュア リテ ィの主体 とな った こ とによ り、 ロチ ェス
ター との結婚 の形 は変 わったのである。二 人の結婚生活 で は身体 を不 自由に
した ロチ ェス ターの世話 に従事す るジェイ ンは、 もはや ガヴ ァネスが 中産階
級 の母親 「の ような」仕事 を してい るの とは異 な り、完全 に中産 階級の規範
としての母親 「の」仕事 を してい る。 これ まで中産階級/下 層階級の境界 に
い たジェイ ンは、 ロチ ェス ター と結婚 したこ とに よって中産 ブルジ ョア階級
に取 り込 まれ た ように見 える。確 か に、 ジェイ ンが ソー ンフィール ドでロチ
ェス ターの情婦 とな っていれば、経 済的独 立 を奪 われ、精神 的 にも支配 され
て完全 に中産 階級 に取 り込 まれ た結 婚 になっていたで あろ う。 しか し、経 済
的独立 を既 に得 、精神 的独立 を達 成 した ジェイ ンに とってそれは もはや当て
は まらない。 ファー ンデ ィー ンで の結婚 は女性 の経済 的、精神 的両面 の独 立
が保 たれてい る とい う点で、 中産 階級 に属 しなが らも全 く異 な る面 を持 って
いるのであ る。
　 ジェイ ンが ロチ ェス ター と結婚 して一.日中彼 の世話 を してい るこ とは、以
前 には支配/従 属 関係 を踏襲 してい るように しか見 えなか ったか もしれない
が、 ジェイ ンが 自らの意志 でそれ を選 んだ時、そ こに支配/従 属 関係 は見 ら
れ ない。Terry　 Eagletonが ジ ェ イ ン とロチ ェス ターの 結婚 につ い て、"the
subservience　 is　also,　of　course,　a　kind　of　leadership....Whether　 she　likes　it
or　not...Jane　 finally　 comes　 to　have　 power　 over　 Rochester."(168)とい う 見 解
を 示 し て い る よ う に 、 と も す る と 逆 転 し か ね な い 二 人 の 力 関 係 が そ こ に は 存
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在する。これは 「主人」に対するゲーッヘ ッ ドでの奴隷状態、 ソーンフィー
ル ドでの召使、はては情婦 といった状態 とは明らかに異 なる。 自立を保 った
結婚 というゴールに向けて、ジェインは最終的に成功 し目的を叶えたのであ
り、それはこれまでの孤児やガヴァネスの階級的境界性が持つ力の作用 の結
果であるといえる。そ してジェインは結婚において中産階級 に入 りなが らも、
この境界性の持つ力 を未だ保持 しているのではないだろうか。
　 ジェインとロチェスターの結婚生活の中には孤児のジェインも、それが抱
える孤独 も、 また不安 を抱いたガヴァネスの姿 も見 られない。結婚 して中産
階級の一婦人になるという平凡な道 に収 まったかの ような結末の中には、孤
児でガヴァネスであったか らこそ勝 ち得た、魂の平等 と独立 を持った堂々た
る一人の女性の姿が見 られるのである。
Notes
1.社 会 的問題提起 とい う点か ら見 る と、女子寄宿学校 の実態 を描 き出 し、その改 善 を世
　 に問 うたロー ウ ッ ド学 院の くだ りの方 が当て はまる。 それ によって世 間一般 に女子 寄宿
　学校の悲惨 な状況が広 く知 られる こととな り、結果的 に待遇 の改善が もた らされた。
2.バ ーサ の過剰 な セ クシュ ア リテ ィにつ いてバ ーサ の視 点 か ら描 い た もの と しては、
Jean　Rhys,　Wlde　Sargasso　Seaを 参照。
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